
第

一
同
芸
術
祭
は
生
徒
た
ち
が
発
案
、
計
両
し
、
学
校
当
局
が
そ
れ
を
応
援

す
る
と
い
う
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。
食
糧
難
と
物
資
不
足
の
甚
し
い
時
代
で
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
か
く
も
盛
大
に
大
ら
か
に
祭
り
を
開
き
成
功
さ
せ
た
生
徒

た
ち
に
敬
慈
を
表
し
た
い
。

煤
笑
を
ま
く
行
列

（昭
和
二
十

一
年
十

一
月
十
四
日

『毎
日
新
聞
』）

競
技
の
あ
と
、
右
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に

一
同
は
広
小
路
ま
で
練
り
歩
い

た
が
、
本
校
側
の
生
徒
た
ち
は
余
布
な
お
治
ま
ら
ず
、
翌
十
―――
日
に
は
今
度
は

銀
座
ま
で
仮
装
行
列
を
く
り
出
し
た
。
例
に
よ
っ
て
裸
踊
り
を
始
め
る
の
で
は

な
い
か
と
、

G
H
Qが
サ
イ
ド
カ
ー
で
最
後
ま
で
跡
を
追
い
、
休
憩
時
間
に
生

徒
が
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
た
が
抑
え
ら
れ
て
到
頭
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ

れ
は
サ
イ
ド
カ
ー
に
乗
っ
て
行
っ
た
田
原
氏
（
前
出
）
の
淡
で
あ
る
。
こ
の
日

の
こ
と
も
滑
栢
な
写
真
入
り
で
次
の
よ
う
に
恨
道
さ
れ
て
い
る
。

上
野
美
術
學
校
骰
装
行
列
隊
は
女
を
ま
じ
へ
て
三
百
五
十
名
が
、
十
――
一
日
午

前
十
時
半
上
野
を
ふ
り
出
し
に
神
田
、
日
本
橘
、
銀
座
と
練
り
歩
い
た
、
ニ

頭
の
駿
馬
に
ま
た
が
っ
た
騎
士
の
FP
路
彿
ひ
に

Il
美
を
愛
す
る
て
ふ
乙
女
等

よ
、
こ
の
姿
を
な
ん
と
想
ふ
II

と
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
か
つ
が
せ
ロ
ダ
ソ
の
天

使
等
を
詭
衛
に
仕
立
て
る
な
ど
各
科
生
が
突
飛
な
着
想
を
競
つ
て
も
の
し
た

動
く
珍
藝
術
は
果
然
街
に

Il
煤
笑
旋
風
“
を
巻
き
起
し
た

（深
見
実
郎
氏
提
供
新
聞
切
抜
。
紙
名
不
明
）

一
、
講
義
題
目
及
講
師

一
、
開
催
期
日

漆
ノ
話

東
京
美
術
学
校
教
授

松

権
田

彫
刻
卜
平
常
生
活

東
京
美
術
学
校
教
授

井

節

ノ‘

石

二
月
二
十
二
日

二
月

十

五

日

二
月

八
日

土土土
耀曜 1櫂
日 日 日
｀ ．』

至自
午午
後後
四 ー
時時

昭
和
二
十
二
年

標
記
ノ
件
二
関
シ
テ
左
記
要
項
二
依
リ
開
催

一
、
開
催
場
所

文
化
講
座
ノ
件

文

化

講

座

本
年
度
末
に
近
い
頃
、
木
校
は
文
化
講
座
を
開
い
た
。
こ
れ
は
「
文
化
日
本

建
設
の
基
礎
は
国
民
一
般
の
教
旋
の
向
上
に
あ
る
」
の
だ
か
ら
、
学
校
拡
張
の

一
環
と
し
て
文
化
購
座
を
開
き
な
さ
い
と
い
う
文
部
省
社
会
教
育
局
長
の
通
達

に
よ
る
も
の
で
、
文
部
省
か
ら
経
費
六
百
円
が
支
出
さ
れ
た
。
こ
の
通
達
は
官

公
私
立
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
師
範
学
校
お
よ
び
社
会
教
育
団
体
に
対
し
て

な
さ
れ
た
も
の
で
（
二
十
一
年
八
月
二
十
二
日）
、
講
義
内
容
に
つ
い
て
数
項

H
の
指
示
が
あ
っ
た
が
、
本
校
が
開
い
た
講
座
は
「
文
化
の
各
領
域
に
亙
り
、

新
文
化
建
設
の
方
向
を
示
唆
し
、
そ
の
意
欲
昂
進
に
関
す
る
も
の
」
と
い
う
項

日
に
該
当
す
る
。
左
記
は
そ
の
報
告
書
控
え
で
あ
る
。

東
京
美
術
学
校
講
堂

⑫ 

文
部
省
二
報
告
致
シ
マ
ス
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〔
本
篇
は
白
根
光
夫
氏
（
昭
和
二
十
三
年
油
画
科
卒
）
に
執
筆
し
て
頂

い
た
も
の
で
あ
る
。〕

私
が
東
京
美
術
学
校
油
画
科
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
十
八
年
で
あ

っ
た
。
同

は
二
年
前
、
既
に
所
謂
「
大
東
亜
戦
争
」
に
突
入
し
て
い
た
。
三
十
五
名
の
同

期
の
ク
ラ
ス
の
中
で
、
現
役
で
入
学
出
来
た
の
は
僅
か
五
名
で
、
あ
と
は
浪
人

九
年
と
い
う
の
が
筆
頭
で
、
み
ん
な
鉾
々
た
る
浪
人
の
強
者
ば
か
り
で
、
我
々

現
役
は
、
こ
の
小
僧
ッ
子
が
と
ば
か
り
連
中
に
見
下
さ
れ
て
い
た
、
そ
ん
な
感

じ
が
あ
っ
た
。
美
術
学
校
油
画
科
と
い
え
ば
、
凄
い
天
才
ば
か
り
だ
ろ
う
と
、

ク
ラ
ス
の
人
た
ち
の
絵
を
見
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
ん
な
で
も
な
い
や
と
、
ホ
ッ

と
し
た
事
は
確
か
だ
っ
た
が
、
一
人
だ
け
、
こ
れ
は
凄
い
と
思

っ
た
の
が
い

た
。
そ
の
男
は
間
も
な
く
気
が
狂
っ
て
し
ま
っ
た
。

入
学
し
た
当
初
か
ら
画
材
不
足
に
悩
ま
さ
れ
、
キ
ャ
ソ
バ
ス
は
、
ヌ
ー
ド
の

固
定
ボ
ー
ズ
を
描
ぎ
上
げ
て
提
出
し
、
そ
れ
が
教
官
室
か
ら
も
ど
っ
て
来
る

と
、
必
ず
ホ
ワ
イ
ト
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
次
の
制
作
に
当
て
て
い
た
。
解
き
油
も

不
足
が
ち
で
、
仲
間
の

一
人
は
、
節
が
石
瞼
で
洗
え
る
の
だ
か
ら
と
、
石
瞼
水

を
解
き
油
の
代
わ
り
に
し
た
り
し
た
。
ヌ
ー
ト
の
為
の
暖
房
の
燃
料
も
不
足

⑬

終

戦
前
後
の
学
生
生
活

叶
詣
請
文
部
省
関
係
生
徒
課
」
）
。

一
、
聴
講
者
概
数

ハ
0
0名

白

根

光

夫

別
の
報
告
書
控
え
に
は
聴
講
者
数
男
八
六

0
名
、
女
四

0
0名
、
計

―
二

六

0
名
、
講
義
時
数
各
五
時
間
、
謝
金
各
――
1
0
0円
と
記
さ
れ
て
い
る
（
「
畔
郷
紐
二

と
も
あ
れ
、

み
ん
な
は
あ
と

一
、
二
年
で
軍
隊
に
行
き
、
何
れ
国
を
守
る
為

に
死
ん
で
行
く
の
だ
と
覚
悟
し
て
い
て
、
材
料
不
足
だ
ろ
う
が
、
食
料
不
足
だ

ろ
う
が
、
こ
の
現
在
を
「
描
く
」
と
い
う
こ
と
で
充
実
さ
せ
よ
う
と
懸
命
だ
っ

た
。
そ
の
頃
の
「
描
く
」
と
い
う
の
は
、
描
写
技
術
を
向
上
さ
せ
る
事
だ
っ
た

し
、
又
、
絵
画
と
は

一
体
何
だ
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
相
剋
に
夢

中
に
な
っ
て
い
っ
た
。

に
大
変
動
が
あ

っ
た
。

ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
に

し

こ
う
し
て
、
瞬
く
間
に

一
年
た
ち
、
昭
和
十
九
年
、
教
授

・
助
教
授
の
人
事

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
官
展
系
の
先
生
方
が
止
め
て
、

在
野
系
の
先
生
方
に
代
わ

っ
た
の
で
あ
る
。
油
画
科
は
教
授
に
梅
原
龍
三
郎
・

安
井
曽
太
郎
、
助
教
授
に
久
保
守

・
硲
伊
之
助
、
や
や
遅
れ
て
伊
藤
廉
の
方
々

が
就
任
さ
れ
、
日
本
画
科
は
教
授
に
小
林
古
径

・
安
田
靱
彦
、
助
教
授
に
田
中

吝
坪
•

山
本
丘
人
、
講
師
に
奥
村
土
牛
ほ
か
の
方
々
が
就
任
さ
れ
た

。

私
た
ち

は
、
あ
の
梅
原

・
安
井
が
教
え
て
下
さ
る
1
・
と
輿
奮
し
た
の
だ
が
、
同
期
の

人
の
中
に
は
、
え
ー
ツ
、
あ
ん
な
画
家
た
ち
が
、
と
が
っ
か
り
し
て
、
教
室
に

出
て
来
な
く
な
っ
た
人
た
ち
も
可
成
り
い
た
。
だ
が
、
も
う
そ
の
頃
は
、
ク
ラ

ス
の
人
た
ち
半
分
以
上
は
軍
隊
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
残
っ
た
人
た
ち

も
、
勤
労
動
員
と
い
う
事
で
、
学
校
に
行
け
な
い
月
が
何
度
も
あ
っ
た
。

勤
労
動
員
と
い
っ
て
も
、
工
場
に
行
ぎ
体
力
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は

稀
で
、
例
え
ば
、
航
空
隊
に
派
遣
さ
れ
る
と
、
既
に
飛
行
出
来
る
練
習
機
は
不

足
し
、
校
型
の
操
縦
席
の
中
で
飛
行
訓
錬
を
す
る
様
な
状
態
に
な

っ
て
い
て
、

そ
の
模
型
の
骰
い
て
あ
る
部
屋
の
下
部

一
面
に
、
恰
も
空
中
を
飛
ん
で
い
る
事

を
実
感
さ
せ
る
為
に
、
空
中
か
ら
見
た
地
上
の
様
子
を
描
く
：
．．．．．．． 
と
い
っ
た

し
、
動
物
固
と
の
境
の
板
塀
を
金
網
を
残
し
て
壊
し
、

た
事
も
あ

っ
た
。
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